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　われわれは動的誘発地震探索のための地震波可聴化を提案してきた(内出ほか, JpGU, 2016, 2018;

Matsubara et al., 2016)。2011年東北地方太平洋沖地震の可聴化では、岐阜県飛騨地方における動的誘発地震

を聴き取ることに成功した。地震学者が地震波可聴化をしやすくなるよう、Sonification of Seismograms

(SoS)システムを構築している(Uchide et al., JpGU, 2018)。SoSでは、短い時間窓の中での地震波形の最大の

絶対値と零交差の個数に応じた振幅と音程の音を割り当てることで可聴化を行っている。 

 

　本研究では、近年の大地震による動的誘発地震をSoSによる可聴化により探索した。2011東北地方太平洋沖

地震では、飛騨地方での動的誘発地震はM 4.2であり、比較的大きいものであった(大見ほか, 2012)。より小さ

い動的誘発地震を見つけ出すことは、より難しくなる。観測点の地域を限って可聴化することで、動的誘発地

震が発生した場所、していない場所を特定できると考えられる。 

 

　ポスターでは、可聴化音を聴く機会を提供するほか、SoSのデモンストレーションも行う。 
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